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って、年間 45.5 万 t の CO2 が削減できる。今回の
ような技術を多くの建物に適用することによって、
一層の省エネルギー効果が期待できる。しかし、空
調設備は複雑な配管システムを有し、システムの維
持管理の方法が設備や場所ごとに異なることから、
課題も多く、例えば冬期は外気温が氷点下になる
ことから外調機の凍結対策や、暖房期間が長く冷
房期間が短い条件下での一定の効率維持などが挙げ
られる。技術の普及にはデータの蓄積が不可欠で
あることから、今後も実証実験の継続が望まれる。
注　界面活性剤：親水基と親油基を持ち、溶液中でミセル
を形成する物質。
参考 (独)産総研 プレスリリース：
  http://www.aist.go.jp/aist_j/press_release/
pr2007/pr20070528/pr20070528.html
  環境省ホームページ：http://www.env.go.jp:80/
earth/report/h15-07/01_03.pdf
